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［研究ノート］
はじめに
　英国の女性社会改良家オクタヴィア・ヒル
（Octavia Hill, 1838-1912以下オクタヴィアとする）
は様々な人々と交流し、多くの影響を受けて自ら
の思想を形成した。その中で今回は母親キャロラ
イン・ヒル（Caroline Southwood Hill, 1809-1902以
下キャロラインとする）を考察対象としたい。キャ
ロラインは、オクタヴィアに思想的影響を与えた
人物としてこれまで挙げた人々と同様に、オクタ
ヴィアにおける重要な人物の一人である１ ）。オク
タヴィアにとって母親の存在は大きく、二人の関
係は生涯を通して密接であった。
　本稿では具体的にキャロラインの人物像、彼女
の教育論及びオクタヴィアに与えた思想的影響に
ついて論じる。
１ ．キャロライン・ヒルについて
　キャロラインはオクタヴィアの祖父サウスウッ
ド・スミス博士（Dr. Thomas Southwood Smith, 
1788-1861）の娘である。彼女はこのユニテリアン
の父親から、人としての思いやり、信仰、目的に
対する強い気持ちの結びつきが素晴らしい結果を
もたらすということを学ぶとともに、彼のもとで
書記の仕事を手伝った2 ）。また彼女はヨハン・ハ
イ ン リ ッ ヒ・ ペ ス タ ロ ッ チ（Johann Heinrich 
Pestalozzi, 1746-1827）3 ）の教育に関心があり、教
えながら論文の執筆も行った。この論文執筆がオ
クタヴィアの父親ジェームズ・ヒル（James Hill, 
?-1872）との出会いをもたらした。二番目の妻と
死別した後、ジェームズは子供たちの家庭教師を
探しており、この時に雇われたのがキャロライン
であった。ジェームズもまたペスタロッチの教育
論に関心があり、キャロラインの論文を読んで感
銘を受けたため、彼女に家庭教師を依頼したので
ある。これがきっかけとなり二人は結婚し、のち
にオクタヴィアが誕生するのである。
　キャロラインは信仰の深い女性であったが、自
らの信仰を語ることは少なかった4 ）。彼女は意志
が強く、自らが務めと感じたことは実行するとい
う厳しさを持つ人物でもあった5 ）。それゆえに夫
のジェームズが病気になった際にも自らが率先し
て働き、貧しい中でも子どもたちを正しい方向へ
育て、導くことができたのである。
２ ．キャロライン・ヒルの教育論
　先述のとおりキャロラインは教育に大きな関心
をよせた人物であった。特にキャロラインが関心
をもったのは、ペスタロッチの教育論である。オ
クタヴィアはキャロラインがイングランドでペス
タロッチの教育方針をいち早く実践した人物の一
人であると指摘している6 ）。それゆえに彼女の教
育論について論じる。
　キャロラインは教育に関する論文を1833年の
Monthly Repositoryに投稿している。またキャロラ
インの死去の 4 年後に、オクタヴィアは母親の論
文を編集し、『教育についての覚え書き：母親や教
師 へ 』（Notes on education: for mothers and 
teachers, 1906）が出版された。この書籍にはキャ
ロラインが初期に書いた論文と未発表の論文が収
められている7 ）。本稿ではこの著書の中から「一
般原則」（I. General Principles）の章に着目し、キ
リスト教的精神に基礎づけられたキャロラインの
教育論について触れる。
　彼女は ｢教育は身体のケア及び発達と心のケア
及び成長という二つの分野を含む。身体のケアと
発達に関しては、生理学・衛生法の知識が必要と
され、心のケアと成長には人間の心の知識・発達
法及び衛生法が必要である｣8 ）と主張する。
　そして教育における女性の役割を次のように語
る。｢女性は神よりこの世界で神のために行う仕事
として、とても高貴で気高い役割を与えられた。
その役割とは教育のことである。女性は主として
世の教育者である。人生の初期段階は最も重要で
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あり、その時期は完全に彼女たち（女性たち）の
保護下にある。その仕事は知識を要する｣9 ）。すな
わち女性は日常生活における教育的指導者であり、
この仕事は神によって与えられたものであると主
張する。
　また、教育者は明確で確固たる目標を持つべき
であると説く10）。子供の成長を支援すべき指針を
教育者自らが示すことが重要であり、示すべき目
標の如何で教育者の資質が問われると考えられる。
キャロラインは聡い教育者によって与えられる主
題は三つあるとして従順、良心、愛情を列挙する11）。
さらに彼女は愛、自由、従順、健康が幸せな生活
を送るために必要不可欠な要素であるとみなし、教
育者が指導する際に目指すべきであると述べる12）。
　キャロラインは自らの教育論を語る上で、常に
神の存在を意識し、キリスト教精神の下で自分の
思想を形成している。彼女が ｢神への愛あるいは
キリスト教的精神は、神と隣人との真の関係の中
に人間をおく精神である。そして人間が探求すべ
き三つの神の特性は、神聖、愛、真理である｣13）
と述べることからも、彼女が神との関係において
人間の教育が正しい形で達成されると信じていた
と考えられる。
３ ．オクタヴィア・ヒルに与えた思想的影響
　キャロラインの教育論が目指したものは、キリ
スト教の精神に基づき、道徳心をもった自立した
人間を育てることである。そして何よりも重要な
ことは、彼女がこの教育理念を実践し、オクタヴィ
アたちを教育したことである。先に述べた教育論
を含めて、オクタヴィアがキャロラインからどの
ような思想的影響を受けたのか考察する。
　ペスタロッチは道徳と自然を重んじ、｢環境が人
間を作り、人間がまた環境を作る｣14）という考えを
持っていた。キャロラインもこの影響を受けて道
徳教育を重視した。したがって、ヒル家では道徳
教育が重視され、同時に神が創造した自然の中に
美が存在し、学ぶべきことが無限にあるというキ
リスト教的信仰心に基づき大自然の中で過ごした
15）。結果としてオクタヴィアは自然の美しさとそ
の重要性を認識する力を養い、彼女の環境保護活
動を支える考えに至ったといえる。
　キャロラインにおいて、愛は教育における重要
な要素の一つとして扱われている。オクタヴィア
も神への愛を常に意識し、尊重した。このことは
また家族への愛および他者への愛に関してもいえ
ることであろう。キャロラインは家族間の絆を重
視しており、オクタヴィアも家族への愛情を常に
忘れなかった。
　このことに加えてキャロラインは従順の重要性
も論文の中で提示している。従順についてはペス
タロッチが自由とともにその重要性を考えたこと
に影響し、彼女もこの考えに共感していたといえ
る16）。キャロラインは自らの論文の中で従順の大
切さを強調すると同時に、精神的な強さを育む忍
耐力の重要性を主張している17）。このことはオク
タヴィアが生涯を通じて見せた精神的な強さを裏
づけるものであり、結果としてオクタヴィアが最
も重要とした ｢永続する精神｣ をも導き出したと
考えることができる。
　この他にキャロラインが与えた思想的影響で特
筆すべき点は、読書を奨励したことである。ヒル
家の子供たちは正式な教育をほとんど受けなかっ
たが、キャロラインは子供たちが読書することを
容認した。オクタヴィアは読書を好み、 5 歳にな
る前から毎日長時間読書をする少女であった18）。
彼女が広い視野をもつに至った要因の一つに、多
種多様な書物に触れていた事実を挙げても差し支
えない。
　自らの教育学とその社会での実践に知的関心を
もち、キリスト教徒として道徳と義務を実践する
母キャロラインの教えのもとでオクタヴィアは成
長し、この母親の思想はオクタヴィアに生涯影響
を与え続けたのである19）。
おわりに
　オクタヴィアは幼少期から母親の独創性あふれ
19
る教育によって育てられた。その教育は道徳的精
神、愛情および自然の美しさの理解を育むもので
あった。それゆえにオクタヴィアが受けた教育は
単なる学問の享受ではなく、人として生きる道を
示した教育である。正式な教育を受けなくてもオ
クタヴィアが立派に成長できた背景に、キャロラ
インが示した教育の指針が間違いなく存在してい
たといえる。
　キャロラインは家庭での教育の重要性も説いて
いる。現代社会において、女性の社会進出、母子・
父子家庭の増加、教育格差など子供たちの教育を
取り巻く環境は大きく変化している。この点では
キャロラインの生きた時代と異なり、彼女の教育
論も適しない部分があるかもしれない。しかしな
がら、彼女が説く教育とはとても根本的なもので
あり、知を求め、神と他者を愛し、自然の中に身
を置き、心身ともに健全で自立した人生を歩むこ
とである。それゆえにオクタヴィアへ思想的影響
を与えたように、今日の私たちにも影響を与える
内容を含んでいる。教育の本質を捉える上で、彼
女の思想の中に現代的意義を見出すことができる
といえよう。
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